
ＪＡＦＩＣが2025年の漁海況を公表

漁業情報サービスセンター（ＪＡＦＩＣ）は、

2025年（１～12月）の日本近海の漁海況の特徴

について26日公表した。

海況については、2017年８月に始まった黒潮

大蛇行が2025年４月に終息。これに先立ち黒潮

続流の顕著な北偏も解消し、常磐～道東の多く

の海域で水温が低下した。一方、夏季は猛暑が

続き、日本周辺の海面水温はほぼ全域で近年

（2011～2020年）より高めで推移した。

全国主要港（108港）における2025年（１～12

月）の水揚量は前年比94％の161万6000ｔで、調

査開始した2010年以降で過去最低を更新した。

平均価格は前年比101％の256円/kg。水揚量の減

少などが影響し、最も魚価が高かった前年（252

円）を上回った。

全体としては、日本近海の主要魚介類の水揚

量の減少傾向が継続した一方、サンマは海況の

変化に伴い常磐～道東に来遊したこと、スルメ

イカは冬季発生系群の資源量が増加したことに

より、それぞれ水揚量が前年を上回った。

黒潮大蛇行の終息などの海洋環境変化の影響

が考えられるものとしてＪＡＦＩＣ水産情報部

の渡邉一功部長は「太平洋側におけるマイワシ

の漁獲量が道東で減少し、銚子近海で増加した

ことが挙げられる。一方、太平洋側のマサバや、

東北海域におけるカツオの不漁は、海況変化よ

りも資源減少の影響が大きかったと見られる」

と説明した。

マイワシは銚子でまとまった水揚げ

マイワシの全国主要港における2025年の水揚

量は55万8000ｔ（太平洋側46.8万ｔ、東シナ海・

日本海側９万ｔ）で、前年（58万ｔ）を約２万

ｔ下回った。価格は全体として24年・23年を下

回った。

太平洋側では銚子港で１～８月にまとまった

水揚げが継続し、前年を約7.2万ｔ上回る19.3万

ｔが水揚げされた。一方、道東のまき網漁獲量

は15.6万ｔで前年（20.6万ｔ）を下回った。黒

潮大蛇行と黒潮続流の北偏が解消し、常磐～三

陸海域の春季の水温が低下。過去２年間にみら

れたような北上回遊の早期化が抑制されたこと

などが要因とみられる。 （２ページに続く）
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